
学びに新しい「挑戦」と「視点」を。
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　読者の皆さん、新年度募集はどうだったでしょうか。ちょっ

とひと段落したので、今回は、趣向を変えて、私が経験した学

園改革の一部について書きたいと思います。まずは、その前に、

私の基本的なスタンスを共有したいと思います。

　私は、子どもとのコミュニケーションを通じて、子どものセ

ルフ・エスティームを高めることが非常に重要だと考えていま

す。セルフ・エスティームとは、自分が他人から重要だと思わ

れていると実感することです。つまり、親や先生や親友に、自

分が重要な存在だと思われていると実感すること。そして、そ

の実感が自信（自分の可能性を信じること）を強化し、新しい

こと、やらなければならないことにやる気を持って取り組むよ

うになる、そのような心のエネルギーのことをセルフ・エス

ティームと定義しています。

　それでは、授業改革の一端を紹介します。その学校は、指導

困難校と言われる私立高校です。その学校の生徒は、朝からほ

とんどのクラスで睡眠学習をしていました。１限目の授業から

生徒はみんな寝ているのです。初めて授業を見学した時は、愕

然としたことを覚えています。

　どの先生の授業も、生徒と向き合っていないのです。低学力

層の生徒（入学してくる生徒の偏差値がほとんど 40以下、成

績で言えば、18／ 45という内申です）に対して、自分の授

業における固定観念を押し付け、聞かないで寝ている生徒が悪

いのだと言わんばかりに無視をしながら、授業をしているので

す。しかし、ほとんどの生徒が寝ているのです。生徒が悪いわ

けではありません。第三者から見れば、先生が生徒を寝かせて

いるように見えるのですから。

　ということで、授業改革をスタートしました。夏休みを利用し

て講習を企画し、私が授業の見本を見せることから始めました。

　私の授業は、高校１年生の国語です。高校１年生の夏に、セ

ンター試験の国語の評論を 100分間休みなしに読解するとい

う授業です。この設定が非常に難しい設定になっているのが、

皆さんもお分かりになると思います。なにせ、偏差値が 40以

下の生徒ですから。教師全員が、すぐに寝るだろうと思ってい

たそうです。それも朝一の時間割で、５日連続で。

　この授業のミッションは、この５日間で、評論の問題を解け

るようにする。それも誰一人寝ることなく、です。こんな難し

い設定にしたのは、そうでもしない限り、全教師が自分の授業

に気づかないと思ったからです。工夫が足りないんだなと。

　例えば、文章の中に出てきた「絶対的」という言葉の説明では、

生徒を前に引っ張り出して、身長を比べて、比べる相手によっ

て、背の高い低いが変わるのを「相対的」、変わらないのを「絶

対的」、そんな風に教えていったのです。生徒が授業中に考え

るか、体を使うか、意見を表明するか、そのような時間を作り

ながら、問題を解かせて行きました。発問を常時しながら、問

題を読解していくわけです。承認活動を徹底して行って。

　そして、５日間が経ちました。２クラスとも、最終日には、

問一の漢字を除いて、ほんとの生徒が全問正解になりました。

漢字は中学時代にほとんどの生徒がまじめにやっていないので

できませんでしたが。
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＜子どもたちのセルフ・エスティームを上げよう！＞

　これで、彼らは国語の授業が少し好きになったと言ってくれ

ました（少しかよ！と思いましたが、贅沢は言えません）。発

問をすれば、彼らは答えます。その答えがあっていれば、素直

に承認を、間違っていれば、アドバイスを与え、正解に近づけ、

生徒の理解を助け、「もう一歩でわかるところまで来たね！」

と励ます。このようなコミュニケーションで生徒を勇気づけま

した。この過程で、この生徒たちは、今まで寝ていた授業を寝

なくてよいものだと少し理解できたようです。

　この学園改革では、授業改革の他に、挨拶運動と遅刻撲滅運

動、そして、万引き撲滅運動に取り組みました。

　その中で、万引き撲滅運動の方針について挙げてみます。３

つです。

　この３つの方針の１と２は、全体のことですが、３は、万引

きを起こした生徒と教師が向き合って、しっかり話をします。

そして、最後は、生徒が一人になって、数時間をかけて、万引

きをやった経緯やその時の気持ち、そして、万引きを起こした

今の気持ちを徹底的に書かせました。何回か、繰り返す生徒も

いましたが、徐々に万引き件数が減っていきました。

　一連の学園改革は、①自他の関係を意識する②自分が他人か

ら重要だと思われているという実感を持ってもらう③生徒が全

体に貢献しているという実感を持ってもらう、この３つを中心

にして進めたわけですが、結局、生徒との関係性の強化が、生

徒の行動を改善させたようです。

　この改革を通して、実は、進学実績も向上しました。創立

80周年にして初めて、その高校は、国公立大学の合格者を 3

名出しました。

　生徒のセルフ・エスティームを高めることを通して、学園は

変貌を遂げていきました。

　学校、学習塾を問わず、生徒のセルフ・エスティームを高め

ることが非常に重要なことだと私は思います。

１． 生徒のセルフ・エスティームを高めて、
　　生徒と教師の信頼関係を強いものにする
２． 生徒の夢や目標を引き出して、
　　その目標達成のプロセスを定期的に確認する
３． 万引き事件を起こしたら、
　　徹底的に自分と向き合う時間を設ける

合資会社マネジメント・ブレイン・アソシエイツ

教育コンサルタント　中土井鉄信

【編集後記】　

2019 年の MBA セミナー

　「各有名学習塾コンサルタントからの地域一番塾になるための提言」

　5/26東京　6/9大阪　6/23福岡 お申し込み受付中です！
　【参加費（昼食付・税別）】一般参加…10,000円
　　メルマガ「塾経営の戦略・戦術エキストラ」読者…7,000円
　※ MBA塾経営革新メンバーの方は特別価格でご案内します。
　★くわしくはこちらから★　https://management-brain.net/mbaseminar02/

中土井流の授業術を徹底伝授するストリーミング動画

　「生徒のやる気を引き出す教師の授業スキル」好評発売中！

　　「受容」「共感」「承認」をキーワードに、授業で興味や驚き、感動を与え、

　生徒のやる気を引き出す方法をお伝えします。

　★詳しい内容紹介・ご購入はこちらから★　http://management-brain.com/lp2
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●北海道・東北 ●北関東・甲信越 ●首都圏

順位 大学名 大学名 大学名

１位 東北大 筑波大 東大

２位 北大 長岡技術科学大 東工大

３位 国際教養大 新潟大 ＩＣＵ

４位 会津大 信州大 早稲田大

５位 秋田大 群馬大 慶応大

●北陸・東海 ●近畿 ●中国・四国

順位 大学名 大学名 大学名

１位 名大 京大 広島大

２位 金沢大 阪大 岡山大

３位 豊橋技術科学大 神戸大 山口大

４位 豊田工業大 京都工芸繊維大 鳥取大

５位 岐阜大 立命館大 愛媛大

●九州・沖縄

順位 大学名

１位 九大

２位 立命館ＡＰＵ

３位 長崎大

４位 福岡女子大

５位 佐賀大

　「世界大学ランキング」というのがあるのをご存じでしょう

か。世界の大学を順位付けしたもので、政府や企業や出版社な

どいろいろな機関から発表されていますが、「QS世界大学ラ

ンキング」（QS／英国の大学評価機関「クアクアレリ・シモ

ンズ社」）、「THE世界大学ランキング」（THE-TR／英国の教

育専門週刊誌「タイムズ・ハイアー・エデュケーション」）、「世

界大学学術ランキング」（ARWU／中国の「上海交通大学」）、

「CWUR世界大学ランキング」（CWUR／サウジアラビアの「世

界大学ランキングセンター」）などがとりわけ権威があると言

われています。

　このうちの１つ、THE（タイムズ・ハイアー・エデュケーショ

ン）がこの３月、昨年に引き続いて「THE世界大学ランキン

グ日本版 2019」を発表しました。ベネッセコーポレーション

の協力を得て作成したものだそうで、2019版は３回目のラン

キング発表に当たります。

　世界版と日本版との大きな違いは、前者が大学の「研究力」

に着目して順位をつけているのに対し、後者は「教育力」に着

目して順位づけをしている点だそうです。教育力を測る指標は

「教育リソース」「教育充実度」「教育成果」「国際性」の４分野（16

項目）に分かれているようですが、まずは総合順位から紹介し

ましょう。
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「どれだけ卒業生が活躍しているか」（企業人事関係者の評判調

査など２項目）、「国際性」は「どれだけ国際的な教育環境になっ

ているか」（外国人学生比率など４項目）。それぞれの分野のトッ

プ５を挙げます。

PS・コンサルティング・システム

小林　弘典

●総合順位

順位 大学名 順位 大学名

１位 京大 11位 ＩＣＵ

２位 東大 12位 広島大

３位 東北大 13位 早稲田大

４位 九大 14位 慶応大

５位 北大 15位 一橋大

同５位 名大 16位 神戸大

７位 東工大 17位 上智大

８位 阪大 18位 金沢大

９位 筑波大 19位 千葉大

10位 国際教養大 20位 東京外語大

●私立大総合順位（カッコ内は国公私総合での順位）

順位 大学名 順位 大学名

１位 ＩＣＵ （11） ６位 立命館大 （33）

２位 早稲田大 （13） ７位 神田外語大 （34）

３位 慶応大 （14） ８位 同志社大 （35）

４位 上智大 （17） ９位 東京理科大 （36）

５位 立命館ＡＰＵ （27） 10位 関西学院大 （37）

●教育リソース

順位 大学名

１位 東大

２位 東京医科歯科大

３位 京大

４位 東北大

５位 浜松医科大

●国際性

順位 大学名

１位 国際教養大

２位 ＩＣＵ

３位 立命館ＡＰＵ

４位 大阪女学院大

５位 東京国際大

●教育充実度

順位 大学名

１位 国際教養大

２位 ＩＣＵ

３位 筑波大

４位 上智大

５位 立命館ＡＰＵ

同５位 神田外語大

●教育成果

順位 大学名

１位 京大

２位 東大

３位 九大

４位 阪大

５位 慶応大

　分野別になると意外な大学がランクインしてきますね。正直

に申し上げると筆者も、｢へェ、この大学、こんなにすごいの？｣

という驚きのほうが先に来ました。

　ランキングにはエリア別順位も掲載されています。こちらも

紹介しておきましょう。

　トップ 10には旧制７帝大と国立の東工大、筑波大、それに

公立の国際教養大がランクインしています。国公立の総合トッ

プ 10は総合順位と同じですので、以下、私立の総合トップ

10も挙げておきましょう。

　教育力を測る４分野の指標のうち「教育リソース」は「どれ

だけ充実した教育が行われている可能性があるか」。学生１人

当たりの教員比率など５項目で構成されています。また、「教

育充実度」は「どれだけ教育への期待が実現されているか」（入

学後の伸長度を高校教員から聞くなど５項目）、「教育成果」は

　大学受験指導をしていると、どうしても偏差値に目を奪われ

てしまいます。しかし、本当に重要なのは入り口ではなく出口。

目の前にいる塾生に、「どんな力をつけて送り出してくれる大

学がいい大学なのか」もしっかりと考えにいれて、指導を進め

ていきたいものです。


